
 

 

 

 

 

2022年度 日本大学  
【 講 評 】 

 PASSAGE 1 は「医療従事者による略語の使用」がテーマの読解問題。やや難の単語の意味を問う問題があるが、

文脈を正確に把握すれば意味の推測は容易。prescription「処方箋」という医系単語も問われている。PASSAGE 2

は筆者自身の経験に基づく「医師の理想像」がテーマの読解問題。エッセイ調の英文であるため、比喩的な表現の解

釈を求める問題がある。PASSAGE 3は「コーヒーの摂取と健康の関係」がテーマの読解問題。おなじみの内容であ

るため非常に読みやすい。 

 英文も設問も難しい部分はないため合格にはかなりの高得点が求められる。時間も余裕があるためミスのないよう

に慎重に取り組みたい。２次試験では長文がすべて医系テーマになってるため、医系の頻出テーマに関する基本的な

知識と関連する医系単語は押さえてから本番に臨んでもらいたい。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】  

PASSAGE 1 

1. ③    

・prescriptionは「処方箋」の意味。したがって、③「薬の注文」が正解となる。 

2. ①    

・sec1の第６文(Until recently…)に「最近まで略語の利用は規制されておらず、またどの略語は使用できて、

どれが使用できないかについての共通の規則もなかった」とある。したがって、①「標準化がされていない」

が正解となる。 

3. ②    

・entrenchは「（習慣など）を確立する、定着させる」の意味。また、entrenchedを含む文の意味が「医療系

の略語を書く昔からの習慣が医療界でかなり定着しているので、医学・看護学部を卒業したての者たちでさえ

それを使うのに慣れている」となって文脈にも合う。したがって、②「確立して」が正解となる。 

4. ①    

・空所を含む文は「医療界のリーダーたちは、医療の現場での略語の利用を減らすことを推奨している。ある

いは略語の利用を完全に[  A  ]しようとさえしている」という意味。空所に「排除」を入れると、第２文(The 

US Institute…)の「医療の略語の危険な利用のために、多くのミスが生じている」という内容と自然につなが

る。したがって、①「排除して」が正解となる。 

5. ④    

・sec2第２文(The US Institute…)に「ISMPは医療現場のミスの報告を日常的に受けているが、その一部は医

療の略語の危険な利用のために有害事象(adverse events：薬物投与によって患者に生じた好ましくない症状)に

至ったものである」とある。したがって、④「それがミスにつながってきた」が正解となる。 

6. ②    
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・rampantは「手に負えない、節度のない」の意味。rampantを含む文は「医療の略語を節度なく利用すると

患者に害を与えるかもしれないという懸念がある」となる。したがって、②「抑制されていない」が正解とな

る。 

7. ①    

・sec4第２文(In private practice…)に「個人病院では内科医が略語を使い、大学病院では研修医が最も多くの

医療系略語を使う」とある。したがって、①「医師」が正解となる。 

8. ①    

・albeitは「…にもかかわらず、…とはいえ」の意味の接続詞。したがって、①「…にもかかわらず」が正解

となる。 

9. ②    

・erroneousは「誤った」の意味。erroneousを含む文は「投薬指示を読み解釈し対処する担当者は略語を誤解

したり、理解できなかったりするかもしれない。そしてそれが誤った意味につながるのだ」となる。したがっ

て、②「誤った」が正解となる。 

10. ③ 

・sec5第１文(One of the…)で「医療ミスにつながる最も大きな問題はコミュニケーションの失敗によるもので

ある」と述べられている。したがって、③「不十分なコミュニケーションが医療ミスにつながる」が正解とな

る。 

 

PASSAGE 2 

11. ④   

・sec1第４文(He was confused…)に「彼は自分の糖尿病があまりにも急激に制御不能になってしまったことに

困惑していた」と述べられている。したがって、④「急速な」が正解となる。 

12. ④   

・contagiousは「伝染性の、移りやすい」の意味の形容詞。下線部を直訳すると「彼の不安は伝染性だった」

となるが、これは当人の影響で身近な人たちも不安になったことを表している。したがって、④「患者の不安

が家族にも広がった」が正解となる。 

13. ③   

・vulnerableは「弱い、傷つきやすい」の意味の形容詞。vulnerableを含む文は「私たちは無力で情報がな

く、医療システムのなすがままになり、情報不足のために何かを主張することもできないと感じた」という意

味になる。したがって、③「彼らはどの治療法を選択すべきかわからなかったので」が正解となる。 

14. ②   

・like himselfを含む文は「再び (     )ように感じられる治療計画を見つけるまでに、３つの異なる実験的な

投薬と４回の食事療法の変更を必要とした」という意味。空所に「（以前の自分と同じように）普通の、通常

の」を入れると文脈に合う。したがって、②「普通の」が正解となる。 

15. ②   

・下線部を含む文は「とうとう、彼は自転車に乗り、仕事に復帰し、夕食の席で医療以外の会話を再開するこ

とができた」という意味。ここから、病気に悩んでいた父は元気になる前には夕食の席で頻繁に自分の病気の

話をしていたことが窺える。したがって、②「彼は自分の病気の話をたくさんしていた」が正解となる。 

16. ④   



 

 

・sec3最終文(This motivation to…)で「このような協力し合おうという気持ち、情報を提供する意思、私たち

の感情に対する配慮があれば支えられていると感じるのに役立ったのに」と述べられている。したがって、④

「思いやりのある指導」が正解となる。 

17. ①   

・transactional は「業務上の」の意味の形容詞。transactionalを含む文は「医療は感情移入が減り、より事務

的になり、患者との関係を重視しなくなってきている」という意味になり文脈に合う。したがって、①「事務

的な」が正解となる。 

18. ③   

・cannot be underscored enoughは「強調してもし過ぎることはない」という意味。cannot…enoughは「…

してもし過ぎることはない」の意味で、cannot…tooと同義表現。したがって、③「無視してはならない」が正

解となる。 

19. ②   

・sec5第３・４文(Physicians caring for…)に「新型コロナウィルス感染症の患者の治療にあたる医師たちは、

家族の安全のために家族から離れている。備品不足のために防護用品を再利用せねばならず、さらに患者の急

増のために長時間働かなければならない」とあるが、「非協力的な患者に対応すること」は本文で述べられてい

ないため、②が正解となる。 

20. ④ 

・sec6第２文(This is why…)で「医学生(pre-meds)が医療の現場で実際に働く前に、長期間にわたる医療の経

験を積むことが重要だ」とある。したがって、④「医学生は医療がどのように患者を治療するのかに関して、

直接経験することで恩恵を受けるだろう」が正解となる。 

 

PASSAGE 3 

21. ④   

・sec2第１文(Reseachers from Australia…)に「このレベルのコーヒー摂取は脳の総体積の減少と関係があ

る」とある。したがって、④「脳の体積とコーヒー摂取に関連性がある」が正解となる。 

22. ①   

・sec3から sec6では、コーヒー摂取と脳の体積の関連性およびコーヒー摂取と認知症、脳卒中の関連性を調べ

る方法が述べられている。したがって、①「研究はどのように結論づけられたのか」が正解となる。 

23. ④   

・oddsは「見込み、可能性」の意味。oddsを含む文は「彼らはさかのぼって個々人のコーヒー摂取量を調べ、

毎日のコーヒー摂取量と脳の大きさ、認知症あるいは脳卒中の可能性の関連性を示した」となり文脈に合う。

したがって、④「可能性」が正解となる。 

24. ③   

・sec第３文(The result suggest…)で「１日に１杯か２杯コーヒーを飲む人は認知症のリスクがまったく上が

らないことを示している」と述べられている。したがって、③「１日に１杯か２杯コーヒーを飲む人」が正解

となる。 

25. ④   

・sec13第１文で「その研究は長期的に脳が収縮するかどうかの問題に取り組んでいなかった」と述べられてい

る。したがって、④「その研究は長期的な脳の体積の変化を記録していなかった」が正解となる。 

26. ②   



 

 

・on the flip sideは「一方で、逆に」の意味。直前の文「質の悪い食生活は認知能力の低下や認知症の主要な

リスクファクターなのでこれは問題である」という意味。それに続けて「逆に、健康的な食生活は常に長寿や

健全な認知能力と関連付けられてきた」とすると自然なつながりとなる。したがって、②「逆に」が正解とな

る。 

27. ②   

・26の解説参照。②「食事面の不確定要素が認知症のリスクの増加に対する別の説明になる」が正解となる。 

28. ④   

・sec15は「このような観察に基づく研究はある特定の事象に関連性があることを示すだけで、因果関係は示さ

ない」という意味。したがって、④「それは明確な因果関係を特定はしない」が正解となる。 

29. ②   

・sec18第１・２文(The result of…)に「この研究の結果は無視すべきでない…カフェインが体でどのように作

用するのかさらにすべき調査がある」と述べられている。したがって、②「興味深いがさらに調査が必要」が

正解となる。 

30. ③ 

・sec18ではコーヒー摂取による健康効果が述べられているが、「量が重要だ(the amount matters)」と述べら

れている。したがって、③「適量であればコーヒーを飲むのは健康的である」が正解となる。 


